
東京学芸大学こどもの学び困難支援センター sure

内　容：裏面に記載

時　間：13時～17時 30 分

会　場：東京学芸大学構内大学院

　　　　アクティブラーニングセンター

定　員：オフライン /50 名

　　　　オンライン /300 名

参加費：参加費無料

　　　　事前申込必要

内　容：参加者同士が気軽に交流できる雰囲

　　　　気で、今後の実践や研究に資するつ

　　　　ながりが生まれる交流の場です。

　　　　飲食付。

時　間：18時～20時

会　場：むさしのホール 2階

定　員：50名

参加費：4,000 円

テーマ

「学ぶ」の多様性について考える
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本シンポジウムでは、学校教育、児童福祉、地域実践、ICT 教材や
AI の活用など、様々な異なる視点から、改めて「学ぶ」とは何か、
「学ぶ」を支えるとはどういうことかについて考えます。

2026.3.1 sun 13:00~

申し込みは
こちら
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会
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加瀬 進（東京学芸大学教授・sure センター長）
開会挨拶

入江 優子（sure 准教授）
趣旨説明

13:00

13:05

13:05

13:20

休憩（質問受付）

纐纈 充（名古屋市教育委員会　主任指導主事）
上川 高史（名古屋市教育委員会　指導主事）
入江 優子（sure 准教授）

① 学校における「学ぶ」

野田 満由美（NPO法人み・らいず２　理事、sure 客員准教授）
大竹 咲紀（sure 専門研究員）
徳永 紗弓（sure 専門研究員）
松下 大介（sure 専門研究員）
田中 彩那（sure 共同研究員）

② こどもの福祉から見た「学ぶ」 ～社会的自立チェックリストの開発を通して～

神谷 康弘（一般社団法人  地域振興開発協会  代表理事、sure 客員准教授）
③ 地域から見た「学ぶ」

13:20
   
13:40

13:40
   
14:00

14:00
   
14:20

森崎 晃（リクルート Ed-tech 総研所長、sure 客員准教授）
④ 「学ぶ」を支える学習支援ソフト・ICT 教材

入江 優子（sure 准教授）
田嶌 大樹（sure 講師）

⑤ 「学ぶ」を支える人材育成のための教材開発

株式会社日立製作所
⑥ 「学ぶ」を支える伴走者のためのツール開発

15:00

15:20

15:20

15:40

15:40

16:00

協議
14:30

15:00

加瀬 進（東京学芸大学　教授・sure センター長）
倉持 伸江（東京学芸大学　准教授）
入江 優子（sure 准教授）
田嶌 大樹（sure 講師）

コメント /「学ぶ」の多様性の未来

協議
16:10

16:40

16:40

17:10

休憩（質問受付）

閉会・書籍案内
17:10

17:20


